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説明

　騒音や公害、水質汚濁のない快適な生活環境にむけて、公害の監視体

制の整備や公害防止対策、水質浄化対策、子どもたちを対象にした環境教

育、市民や事業者に対する情報提供や学習機会の充実などを図り、環境意

識の高揚や環境にやさしい生活・活動を促進します。
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産業環境部

環境清掃課
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上下水道部

下水道課

◆
◆◆
◆第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画（

（（
（２０１１
２０１１２０１１
２０１１～

～～
～２０２０
２０２０２０２０
２０２０）

））
）

２ 不法投棄防止対策の推進

３ 水質浄化対策の推進

１ 公害の監視体制の整備と公害

防止対策の推進

騒音や公害のない、快適な環境で暮らし

ています。

すべての人が美しい海や自然環境の保

全に理解を深め、自ら行動しています。

４ 環境美化活動の推進

５ 環境教育の推進
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担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

　海岸漂着物の回収に関しては、該当年度の天候状況に左右されることが多いため、回収量だけ

で一概に判断することは難しい。平成２９年度から浄化槽設置費等補助金を交付するにあたり、生

活排水処理基本計画を策定した。また、補助金に関する情報及び浄化槽清掃業者の報告を反映

し、浄化槽等排水施設のデータを整備することで汚水処理人口普及率の把握も行っていく。
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担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

　野焼き禁止の周知は行っているが、原因者（農家）の高齢化等を理由に法律違反を承知で野焼

きを実施している案件もあり、警察の連携を密にするとともに野焼き現場に訪問した際にクリーンセ

ンターや一色不燃物最終処分場での処分も積極的に提示している。公害苦情件数の多くは不法

投棄が占めている。平成２７年度に購入した監視カメラを市内でローテーションして設置した。設置

地域の総代からは資源物集積場等にて不法投棄の頻度が減少していると聞いている。複数回寄

せられていた騒音・振動・悪臭の感覚公害苦情に関しては、申立者及び原因者に現状を把握して

もらうべく、測定を実施することで、長年継続して課題になっていた苦情が寄せられなくなってい

る。
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担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

　５３０運動、クリーンキャンペーンとも参加団体数、参加者数を増やすことができた。

今後も、住民の環境美化活動への支援を通して、美しいまちづくりを目指していきたい。
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　生活排水処理率が向上することで、海や河川への汚濁負荷が減少してい

ると判断できる。
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　平成３７年度においては全県域汚水適正処理

構想に基づき、汚水処理人口普及率９５％以上

を目指し、平成４２年度には生活排水処理基本

計画に基づき、下水道接続率等を反映した生

活排水処理率も９５％以上を目標としているた

め、平成３７年度までの時限を設けて平成２９年

度から浄化槽設置等の補助事業を実施してい

く。下水道の接続及び浄化槽の転換が推進さ

れることで海や河川へ流入する汚濁負荷量が

減少すると考えられるため。
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分析 　件数が減少していくことで、将来目指す姿に近づいていると判断できる。
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　騒音等の公害のない快適な環境を目指して

いる。しかし、件数は常に200件を超えており、

継続して対策を講じていく必要があるため。
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水質浄化対策の推進

　環境面での浄化槽転換の必

要性があるが、個人の経済事情

もあり、汚水処理人口普及率が

横ばいで推移している。

　対象地域の住民及び浄化槽工事業

者に浄化槽転換の必要性を啓発する

とともに補助金の案内を周知する。

環境美化活動の推進

　５３０運動やクリーンキャンペー

ンを通して市内全域の環境美化

につなげていく必要がある。

　５３０運動やクリーンキャンペーンの参

加者のさらなる増加に向けた取り組

み、市内全域の美化活動につなげて

いけるように啓発を行っていく。

公害の監視体制の整備

と公害防止対策の推進

　同じ原因者による苦情が寄せ

られ、継続的に対応している案

件がある。また、法や条例の規

制対象とならない事例が増えて

いる。

　同じ原因者による苦情に関しては、

測定の実施や愛知県の公害紛争処理

制度等を活用することで解決に向かわ

せる。また、改善報告書による確認も行

う。法や条例の規制対象外の事案につ

いては、地域のコミュニケーション不足

が原因とされるため、原因者及び申立

者に対し、コミュニケーションを図ること

を勧めていく。

不法投棄防止対策の

推進

　件数は減少傾向にあるが、年

150件以上の連絡が寄せられて

いる。

　不法投棄がされやすい山間部や人

口過疎地においてはパトロールを重点

的に実施する。改善が見られないとこ

ろでは、監視カメラやダミーカメラの設

置も検討する。ごみ集積場にあって

は、看板の設置や地域で開催する講

座等にて市民に啓発する。
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施策施策
施策の
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の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

部長評価
部長評価部長評価
部長評価

環境問題は、悪臭や騒音、煙害などの公害問題や不法投棄問題も含め、

企業や市民の環境保全に対する意識、周辺への配慮などの意識の持ち方

が大きく影響している。監視活動による予防策は一定の効果があると考える

が、より一層の啓発活動が必要である。
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進捗状況 Ｂ：おおむね計画どおり進行している。
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めめ
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課長評価
課長評価課長評価
課長評価

　環境問題も多様化し、法令規制のない苦情も多く対応に苦慮しているが、

地域住民に密着した問題でもあり、その適切な処理に努めていく必要があ

る。

　不法投棄については、規模が大きく悪質な事例も発生しており、関係機関

との連携及び土地所有者の管理責任も明確にしつつ、対応をしていくことが

求められている。

　また、三河湾浄化については、未処理となっている生活雑排水を減らすた

め、合併処理浄化槽への転換を進めていくことが必要である。



事務事業一覧

4-3 環境清掃課 305 公害苦情処理事業 5,262 4,292 0.75 Ｂ カ オ Ｂ 3 ×

4-3 環境清掃課 306
環境啓発事業（地球環境対策、
こどもエコクラブ、出前講座）

176 1,454 0.25 Ｂ カ オ Ａ － ×

4-3 環境清掃課 307
環境調査事業（河川水質、環境
騒音、道路交通騒音、悪臭等）

449 2,917 0.50 Ａ カ オ Ａ － ×

4-3 環境清掃課 308 三河湾浄化推進事業 11,785 4,389 0.75 Ｂ カ オ Ｂ 3 ○

4-3 環境清掃課 310 環境美化事業 1,894 10,192 2.45 Ｂ カ オ Ａ － ×

人件費（参

考）（千円）
総合
計画

所管課 番号 事　　業　　名
人件費を除く

事業費(千円)

実施
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人工 評価
（担当者）

事業の
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事業
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市長ﾏﾆ
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